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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

無線センサネットワーク(wireless sensor network: WSN)は、各センサの限られたバッテリ容
量で長期間の動作を要求される。本研究では、対象とする領域に配置された各センサから基地局
にマルチホップ通信でセンシングしたデータを収集するWSNを考える。この際、送られてきた
データに自身のデータを加えて、次のノードに送信する送信データ積算型モデルを対象とする。こ
のWSNは、移動能力のない通常のセンサ（静止ノード）と移動可能なセンサ（可動ノード）か
ら構成される。対象領域全体をセンシングするという条件の下でWSNの稼働時間の延長を目的
として、可動ノードを適切な位置に移動させる。しかし、時間の経過によりあるノードがバッテ
リ切れを起こすと、可動ノードの最適な位置も変化する。本問題は典型的な組合せ最適化問題で
あり、最適解を効率的に求めることは困難である。 
可動ノードの適切な移動先を効率的に求めるための近似解法として遺伝的アルゴリズムを利

用し、更に、ノードの通信負荷がなるべく均等になるように負荷均等木構築法を開発した。手法
の有効性を評価するため、本研究で加えた工夫を無効化した手法との比較実験をシミュレーショ
ンにより行った。その結果、本手法により、可動ノードの移動がない場合に比べ、約 2倍稼働時
間が延長されること、および、負荷均等木構築法の導入により約 10%稼働時間が延長できること
を確認した。 
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3D WSNs 

学	
 会	
 等	
 名 発表年月日   発	
 表	
 場	
 所 
マルチメディア，分散，協調とモバイル シンポジウム 2010年7月9日 下呂市 

 
発	
 表	
 者	
 名 発	
 	
 表	
 	
 標	
 	
 題 

孫	
 為華, メッセージの重要度と配送期限を考慮したDTN経路制御手法の提案と評価 

学	
 会	
 等	
 名 発表年月日   発	
 表	
 場	
 所 
情報処理学会	
 モバイルコンピューティングとユビキ

タス通信研究会 
2010年5月21日 那覇市 

 
発	
 表	
 者	
 名 発	
 	
 表	
 	
 標	
 	
 題 

柴田 直樹 モバイルアンカノードを用いた低コストな水中センサノードの位置推定法 

学	
 会	
 等	
 名 発表年月日   発	
 表	
 場	
 所 
情報処理学会	
 数理モデル化と問題解決研究会 2010年5月21日 前橋市 

 
	
 〔図	
 書〕	
 計（	
 0	
 ）件 

著	
 者	
 名 出	
 版	
 社 
  

書	
 	
 名 発 行 年 総ページ数 
      

 
12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
	
 〔出	
 願〕	
 	
 	
 	
 計（	
 0	
 ）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別 
      



 

 

 
	
 〔取	
 得〕	
 	
 	
 	
 計（	
 0	
 ）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別 
      

 
13.	
 備考	
 

	
 ※	
 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す	
 

ること。	
 

http://ito-lab.naist.jp/themes/index.html	
 

 


